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学 校 だ よ り 第 10号
～ともに創造する（つくる）～

江東区立南砂中学校

体罰防止標語：I教諭・案

「自助と共助」の防災
安全指導担当 Ｗ 教諭

本校では毎年 1 学年の生徒が年度当初に応急救護として AED の使用方法や心肺蘇生法につ
いて学びます。今年度の訓練の中で、講師の方が「自助と共助」について話をしてくださいま
した。災害直後の医療機関は負傷者が殺到し、パニック状態になります。災害の規模によって
は救助がすぐには来ないことが多く、自分自身で怪我の手当てを行い、自分が誰かを助けなけ
ればならないのです。その際に応急手当ができれば、自分や自分の大切な人たちの命をつなぐ
ことができます。このお話から、もしものときに「知っておけば良かった。」とならないよう
に防災訓練として応急手当の訓練を行いました。養護教諭の山守先生と相談し、身の回りのも
ので応急手当の訓練を行いました。実際に災害が起こり、手当を必要とする人がいたときに今
回の経験を生かしてほしいと思います。

《校長から》日本赤十字社が 1200名を対象にアンケート調査をしたところ、「防災の日」が 1923
年に起きた関東大震災に由来することを「知らなかった」国民が、49.2％にのぼったそうです。
また、関東大震災については、「どのような災害か内容までは知らない（35.9 ％）」「全く知

らない（8.4 ％）」と回答したそうです。この記事を受けて、関東大震災の被害の大きさとさら
に 1000 万人増えた首都に直下地震が起きたらどうなるか、また災害時に発生するデマの怖さ
と心構えについてお話ししました。
「聞き書き・関東大震災」という本の中に、地震研究の第一人者、東京大学平田直名誉教授と

の対談があり、著者の森まゆみさんが次のようにまとめていますので参考にしてください。

１．いつどこでどんな地震が起きるかは予知できない。

２．しかしどのくらいの確率で来るかは予測できる。

３．一つ大きな地震が来たら、連続して地震が起きる可能性がある。

４．新耐震以降の建物は関東大震災級が来ても倒れないからすぐ逃げなくてよい。

５．地震には必ず余震がある。ぐらっときたらまず身の安全。頭を保護する。

６．車で逃げてはいけない。

７．新耐震以前の建物の人と、周辺で火災が発生した人は近くの緊急避難所へ。

８．家が壊れたり焼けたりして、住み続けられない人は避難所へ。

９．家にとどまるために、一週間分の食料と飲料、常用薬、携帯トイレと懐中電灯は必須。

10．家具は固定し、窓には近づかない。エレベーターは使えない。

11．スマホチャージのための電池式充電器か小さなソーラー発電機、手回しラジオが役立つかも。

12．日頃から、マンション自治会、町会との付き合いも大事。いざというときの訓練や予行演習をし

ておこう。防災倉庫の鍵や消防車用の水道栓も確かめておく。

13．家族の集合場所を決めておく。

（「聞き書き・関東大震災 森まゆみ著」“東京大学平田直名誉教授に聞く”から抜粋）
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「チャレンジウエンズデー」前期の振り返りについて
ＣＷ指導担当 Ｍ 教諭

前期の学校評価のアンケートでは、チャレンジウェンズデーの取り組みについてが低評価で
した。また、教員の中にも取り組みについて「わからない」と回答されている方がいました。
そこで、生

徒のチャレン
ジ内容を掲示
して見える化
することで、「時間を有効に使えば、こんなことが
できるんだ。」、「自分も○○に挑戦してみようか
な。」と、生徒同士で刺激し合い、次のチャレンジ
をイメージするきっかけになれば、また、普段学校
では見せないけれど、コツコツ頑張っている生徒に
も光をあてたいと考えました。今回、クロームブッ
クのクラスルームに課題をアップし、生徒に取り組
んでもらいます。
江東区では、「生徒」「教員」の双方で、「主体的

に学ぶ水曜日」として、チャレンジウェンズデーで
自主課題に取り組む効果的な時間を確保するよう提
示しています。しかし、それを毎週意識して取り組
むのは、大人でも中々難しいと思われます。そのた
め、まずは先生方に主旨を理解していただき、生徒
への指導へ繋げていくことが必要と考えました。
生徒にとってより意義深い取り組みにしたいの

で、やり方等についてご意見ありましたらお願いし
ます。また、ご家庭でも、話題にしていただければ
幸いです。

《校長から》学校評価のアンケートでは、チャレンジウェンズデーの取り組みが本校の一番の課題であ

ると捉え、宮本先生に改善策を考えていただきました。「学校からの課題は出さない」「教員の負担軽減」

を満たしながらどのように充実感を上げるか－今後も引き続き検討していきます。

前期終了を迎えて
校長 近藤 啓太

早いもので令和５年度がスタートして半年が経ちます。これまでの教育活動に対し、ご理解
ご協力いただきありがとうございました。学校だよりを通して紹介したいことがあまりに多く、
予告通りの内容になっていないことをお詫び申し上げます。（９月２９日の立会演説会・選挙
の様子を紹介したいところでしたが、その内容は１１号に持ち越します。）
後期も多くの学校・学年行事を計画しております。今後ともよろしくお願いします。

１０月の行事
２日（月） 朝会、3年領域診断テスト １６日（月） 振替休業日
５日（水） 区中研、③カット、放学 １７日（火） 生徒朝会、認証式、②カット
６日（金） 前期終業式、③④カット 文化祭リハーサル
９日（月） スポーツの日 １８日（水） 放学

２０日（金） 文化祭準備、②カット
１０日（火） 後期始業式、③④カット、放学 ２１日（土） 文化祭

文化祭準備期間・始 ２３日（月） 振替休業日
１１日（水） 教科交流授業研究の日②カット ２５日（水） 放学

⑤３年生音楽 ２６日（木） 歯科検診
１２日（木） 学校公開・始め、連合陸上大会 ２７日（金） 避難訓練
１３日（金） 委員会、Ｃ組校外学習 ３０日（月） ３年進路面談・始
１４日（土） 学校公開・終、③④命の授業 ３１日（火） 連合音楽会

学校説明会、学校評議員会

４．「チャレンジウェンズデー」が自身の目標達成のための取組につながっていると思う。

生徒評価 53.2％ 保護者評価 70.5％（「わからない」45.5％）


